
いのち支える津山市自殺対策計画（案）に対するパブリックコメント実施結果

「いのち支える津山市自殺対策計画（案）」については、平成 30 年 12 月 19 日（水曜日）から平成 31

年１月 18 日（金曜日）までの間、ご意見を募集したところですが、次のとおりご意見のご提出をいただ

きました。

お寄せいただいたご意見と、それに対する津山市の考え方を取りまとめましたので公表します。

今回、ご意見をお寄せいただいた方々のご協力に、御礼申し上げます。

１ ご意見の提出状況

提出者 ５名

意見数 16

２ 寄せられたご意見と津山市の考え方

番号 ページ 標題 ご意見の概要 津山市の考え方

１

P.５ 年代別自

殺死亡者

数の推移

年代別自殺死亡者数の推移につ

いて、「の推移」は不要ではないで

しょうか。

ご意見のとおり、「年代別自殺死

亡者数」とします。

２

P.５

P.６

年代別自

殺死亡者

数の推移/

職業別の

推移

「年代別自殺死亡者数」の実人数

は分かるが、各年代別人口に対する

自殺死亡者数の割合の大小は比較

できないのではないでしょうか。

また、各職業別人口に対する割合

についても同様です。

自殺者の年代別、性別及び職業別

の現状を示すためのものであるた

め、現行どおり掲載します。

３

P.10 ５ つ の基

本施策/普

及啓発

この説明文の趣旨が自殺対策に

とって非常に重要だと思います。

様々な立場の幅広い世代へ普及が

必要と思います。

ご意見を参考に、普及啓発を推進

していきます。

４

P.10 ５ つ の基

本施策/普

及啓発

社会全体で見守る意識を広めて

いくのは、なかなか大変なことだと

思います。講演やセミナーなどの啓

発活動に参加者が、いつも同じ人た

ちだけとならないような工夫が必

要ではないでしょうか。

ご意見を参考に、工夫して啓発を

推進していきます。

５

P.13 ５ つ の基

本施策/リ

スクの高

い人への

支援

思いつめている人たちは、周囲に

「気軽に」相談しようという気持ち

になれないのではないでしょうか。

昼間だけでなく、夜間でも悩み事を

電話相談できる窓口を設けること

はできないでしょうか。

ご意見については、今後の相談体

制の整備についての参考とさせて

いただきます。

また、民間団体では、「岡山いの

ちの電話」が夜間対応されているこ

とから、相談窓口の一つとして啓発

していきます。



番号 ページ 標題 ご意見の概要 津山市の考え方

６ P.13 ５ つ の基

本施策/リ

スクの高

い人への

支援

各部局でたくさんの施策が実施

されていることはよく分かりまし

た。困っていることをどこに相談す

ればいいのか分からない人は多い

のではないでしょうか。「何でも相

談窓口」があれば助かるのではない

でしょうか。

様々な事案に部署間でスピーデ

ィな連携対応ができるように、「庁

内自殺対策ネットワーク会議」を開

催するとともに、窓口職場職員がゲ

ートキーパーとしての役割がとれ

るように、研修を実施することとし

ています。

７ P.14

P.26

５ つ の基

本施策/リ

スクの高

い人への

支援、４つ

の重点施

策 / 子 ど

も・子育て

に関わる

自殺対策

「子どものショートステイ（子育

て短期支援事業）」は当該事業にな

りませんか。

ご意見のとおり、「子どものショ

ートステイ（子育て短期支援事業）」

についても掲載いたします。

８ P.18 ５ つ の基

本施策/組

織連携

「ゲートキーパー」の養成には時

間がかかりそうです。今は良い意味

でのおせっかいな人がいなくなり

ました。そのような人が地域・職場

等で声をかけ合える環境が欲しい

です。町内会や事業所等への働きか

けが更に必要と思います。

関係機関・団体と連携する際の参

考とさせていただきます。

まずは、リスクの高い人に出会う

ことが多い関係職員や事業所に向

けて、ゲートキーパー養成講座を実

施することとしています。

９ P.21 ４ つ の重

点施策/仕

事に関わ

る自殺対

策

セクハラ、パワハラはメンタルヘ

ルス対策として重要なため、計画に

掲載できないでしょうか。

ご意見を参考に、「ハラスメント」

について掲載します。

10 P.21

P.26

４ つ の重

点施策

「庁内自殺対策ネットワーク会

議」については、自殺対策について

全庁的に総合的かつ効果的な対策

を推進する会議体として位置づけ

ていると考えられるので「仕事に関

わる自殺対策」「子ども・子育てに

関わる自殺対策」にも記載するべき

ではないでしょうか。

ご意見のとおり、「仕事に関わる

自殺対策」「子ども・子育てに関わ

る自殺対策」についても関連する事

業として掲載します。



番号 ページ 標題 ご意見の概要 津山市の考え方

11 P.30 関 係 機

関・団体の

取組

職業別自殺者数が男性は被雇用

者・勤め人が最も多いことからも、

雇用側団体や労働団体が、市など関

係団体と協力して自殺対策に当た

るべきではないでしょうか。

関係機関・団体と連携する際の

参考とさせていただきます。

12 P.30 関 係 機

関・団体の

取組

津山歯科医師会でもうつ病など

要支援者の早期発見・早期対応に取

り組んでいただきたい。

関係機関・団体と連携する際の

参考とさせていただきます。

13 P.34 評価指標 目標値が現状値を下回っている

ものが多々あります。また、第２次

健康つやま 21 の策定時から６年が

経過していますので、目標値の再設

定が必要ではないでしょうか。

現状値については、平成 29 年

度に実施した第２次健康つやま

21 中間評価の結果です。

なお、本計画に記載の目標値に

ついては「第２次健康つやま 21」

計画において検討される事項と

なります。

14 P.34 評価指標 百分率を用いて表している数字

が、何の割合を表しているものか、

説明がないため分かりにくいので

はないでしょうか。

現状値については、平成 29 年

度に実施した第２次健康つやま

21 中間評価の結果です。注釈にそ

の旨を記載することで対応させ

ていただきます。

15 P.37 計 画 の 推

進体制/関

係機関・団

体 と の 連

携体制

計画の推進体制及び関係機関・団

体との連携体制の強化に向けた記

述が必要ではないでしょうか。

ご意見を参考に、記載内容を充

実します。

16 － 全般 総合的に全分野が網羅された計

画と思われます。

ただ、そのために、津山市の計画

としての独自性、特徴にやや欠ける

気がします。

より具体的な対策・対応を特定の

分野において行うこととするなど、

どこかに力点を置いた計画にして

はどうでしょうか。

本案では、「地域自殺実態プロ

ファイル※」から示された課題で

ある「仕事」「高齢者」「生活困窮

者」に対する各施策に、津山市独

自の「子ども・子育て」に関わる

課題に対する施策を加えた４点

を重点施策としているところで

す。

ご意見については、今後の計画

推進に当たっての参考とさせて

いただきます。

※自殺総合対策推進センター（厚

生労働省所管）が、地域ごとの自

殺の実態を集約した資料


